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はじめに
森林から河川へと流出する溶存成分は、河川|生態系への栄養分やエネルギー源として重
要である。河川溶存成分の濃度形成には流域生態系の生物地球化学的循環過程が大きく関
わっており、地中での溶存物質移動の駆動力である水の動きが重要である。流域が有する
傾斜や集水面積などの地形構造は、土壌内の水移動経路や水滞留時間の形成に影響するこ
とが知られており、それらを考慮に入れた水質形成メカニズムの研究が重要である。これ
までの研究で、北海道北部に位置する同一地質の複数支流間において、水質成分(特に硝酸
態窒素)濃度の流域間差異をもたらす要因として、流域の地形構造が重要であることが明ら
かとなっている(Ogawaet aL 2006)。その研究では、流域傾斜や面積が示す地形構造が水質
成分と有意な相関関係にあることが示されたものの、地形構造が示す流域の水文過程の特
性については間接的な評価にとどまっており、水移動の直接的な考察は十分で、はなかった。
そこで本研究では、水の滞留時間や移動経路の指標として水の安定同位体比(<5D， <5180) 
を利用し、森林流域における水文地形構造と河川溶存成分の関係を解明することを目的と
Lnこ。
材料と方法
北海道北部に位置する北海道大学雨龍研究林内の泥川流域において 2003"'2004年にか
けて 11支流(1"'2次河)1 )より河川水サンプノレを採取した。河川水に含まれる主要イオン濃
度(イオンクロマトグラフィー使用)と水の水素 ・酸素安定同位体比(熱分解式質量分析計使
用Hこついて分析した。流域の平均傾斜と流域面積については国土数値'情報(50mメッシュの
標高データ)と地理情報システム(ArcGIS)を用いて集計した。各流域の平均イオン濃度、安
定同位体比、地形構造(傾斜、面積)について相関分析を行った。
結果と考察
硝酸イオン濃度の平均値は支流間で大きく異なっており、流域傾斜と有意な負の相関関
係が認められた(pく0.01)。このことは、傾斜の急な斜面において表土からの硝酸溶脱が卓越
するのに対し、緩斜面部では脱窒や養分吸収の影響を受けやすいことを示唆していた。水
の水素 ・酸素同位体比(<5D， <5180)はイオン成分と同様に融雪出水に伴い大きく変動し、濃
度レベルについても地形構造の違う支流間で大きく異なっていた。<5D， <5180の季節変動
に関する変動係数の流域間差異は、各支流の硝酸イオン平均濃度の流域間差異と有意な負
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の 相 関 関 係 、 が 認 め ら れ た (pく 0.01 ， 図 1 ) 。 水 の 安 定 同 位 体 比 の 変 動 パ タ ー ン の 違 い は 、 流 域
の 地 形 構 造 の 違 い が も た ら す 水 文 プ ロ セ ス の 違 い を 意 味 し て い る と 考 え ら れ る た め 、 そ の
結 果 と し て 河 川 水 の 硝 酸 態 窒 素 濃 度 の 流 域 間 差 異 が 生 じ て い る も の と 考 え ら れ た 。
謝 辞
水 の 安 定 同 位 体 分 析 に つ い て は 中 塚 武 氏 (北 海 道 大 学 低 温 科 学 研 究 所 ) に 、 G I S 集 計 に つ い
て は 小 宮 圭 示 氏 ・ 故 池 上 佳 志 氏 ( 北 海 道 大 学 )に ご 協 力 頂 き ま し た 。 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。
引 用 文 献
O g a w a ，  A . ，  Shibata ，  H . ，  S u z u k i，  K . ，  M itchell，  M .J .  a n d  I k e g a m i，  Y. (2006) Relationship 
of topography  to surface  w ater chemistry w i t h  particular focus o n  nitrogen a n d  
organic c a r b o n  solutes w ithin a  fore sted w atersh e d  in H o k k a i d o ，  J a p a n .  H y drol. 
Proce sses  2 0 :  251-26 5  
1.0 5.5 
•  
0.9 
•  
5 .0  
訴 0 .8
担監
面 0.7
長ば
8
0
.
6  
制
0.5
事訴
4 .5 嵯
荷
4.0 側
3.5 ム 4GJ  4
R
2  
=  0 .6 4 5 *  
R
2  
=  0.792料
事蝿
鑑 0 .4
3.0 掌
i詳
ヨト 4 EZ  
吾、 0 .3
時 0.2
| 2 5 E  
•  I  ~降
2 .0 鑑
- 硝 酸
0.1 
・ 酸 素 同 位 体
9・ ~ 1.5 
0.0 
1.0 
5  
7  9  
1  13 15 
17 
流 域 平 均 傾 斜 (degree)
図 1 各 流 域 の 河 川 水 に 含 ま れ る 硝 酸 濃 度 と 水 の 酸 素 同 位 対 比 の 変 動 係 数 (季 節 変 化 ) と 流 域
平 均 傾 斜 と の 関 係
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